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覇

第
十
九
回
国
際

純
計
協
曾
曾
議

記

念

特

輯

鵠

時

載

間
際
労
賃
統
計
・
・

-

-

f

・
・
・
・
・
・
フ
リ
ー
ド
リ
ヒ
・
ツ
ア
ー
ン

統
計
墜
に
於
け
る
将
来
の
領
域
・
・
・
・
コ
ラ
ド
・
ヂ
ニ

保
護
関
税
の
合
理
化
・
・
・
・
・
・
・
法
属
工
用
士
紳
戸
正
雄

南
満
洲
に
於
け
る
我
租
税
制
度
・
一
-
経
冊
目
撃
博
士
汐
見
三
郎

租
税
滞
納
の
統
計
的
観
察
・
・
・
・
纏
湾
問
事
土
中
川
典
之
助

噌
慨
に
よ
め
帯
別
山
川
市
車
ト
1

p

b

1

4

剛
丈
貯
博
士
尚
間
保
品

開
一
時
抗
農
村
人
口
及
農
村
状
想
論
一
…
推
算
・
附
判
事
博
士
本
庄
柴
治
郎

岡
勢
調
査
に
於
け
る
年
齢
の
想
、
謬
・
経
済
皐
士
岡
崎
文
規

正
米
相
場
と
期
米
相
場
と
の
相
関
々
係
・
経
済
率
土
谷
口
吉
彦

米
穀
の
需
要
に
就
い
て
・
・
・
・
・
・
師

2
2干
士
人
木
芳
之
助

統
計
事
の
課
題
託
景
気
建
動
の
研
究
探
涛
準
士
地
川
虎
つ
一

フ
ラ
ン
ス
長
け
る
景
気
饗
動
環
測
論
・
・
経
済
撃
士
松
岡
孝
兄

金

融

統

計

特

に

逼

貸

出

叫

計

に

就

い

て

空

凶

暴

士

中

谷

賓

失
業
統
計
の
方
法
に
つ
い
て
・
・
・
経
由
持
率
士
盆
田
熊
雄

保
険
さ
統
計
及
統
計
準
・
・
・
・
・
・
・
経
済
事
博
士
小
島
昌
太
郎

比
較
研
究
法
三
統
計
の
比
較
・
・
・
-
法
墜
博
士
財
部
静
治

目
指
町
一
制
師
誠
一
記
念
講
演
舎
及
統
計
闘
雪
麻
由
民
曾
記
事

同
統
許
固
書
展
覧
曾
出
品
目
録
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階
級
に
よ
る
差
別
出
生
率

第
三
十
二
巻

六
八

第
一
競

大

ハ

階
級
に

よ

る

差

別

出

生

率

高

保i

，馬

回

一
、
概

読

階
級
別
じ
よ
り
て
出
生
率
が
も
が
ふ
。

ザ
イ
フ
エ
レ
ン
ン
ア
L

W

'

ア
ス
V

コ
!

此
階
級
に
よ
る
差
別
出
生
率
の
問
題
じ
つ
い
て
在
が
は
じ
め
て

私
見
を
遁
べ
て
か
ら
、
十
四
年
齢
hJ
に
な
る
。
今
秋
、
伊
太
利
羅
馬
大
串
の
ヂ
ニ
敢
授
仁
あ
っ
た
時
、
此
問
題
に

関
す
る
私
見
を
知
b
た
い
さ
一
五
ふ
こ
ぜ
で
あ
っ
た
か
ら
、
日
本
仁
於
け
る
近
障
の
材
料
を
中
心
ざ
し
て
報
告
を
す

る
や
う
じ
約
束
し
花
。
!
こ
れ
は
そ
の
報
告
の
下
書
さ
も
見
る
べ
き
も
の
で
あ
る
。
私
は
悲
仁
、
以
前
の
論
文
仁
一
於

で
蒐
集
し
穴
る
材
料
の
上
仁
、
新
し
い
材
料
を
つ
け
足
し
て
、
此
小
論
を
ま
ぜ
め
上
げ
よ
う
ぎ
す
る
。

此
の
論
文
を
起
草
す
る
に
際
し
て
、
有
力
な
る
参
考
資
料
と
な
れ
る
も
白
は
、
枇
舎
皐
雑
誌
に
於
い
て
古
山
刺
雄
氏
白
費
表
せ
ら
れ
た
る
研
究
報

告
で
あ
る
。
撃
士
の
調
査
に
か
‘
ふ
る
資
料
は
今
日
白
人
目
撃
界
に
於
い
て
極
め
で
意
味
深
曹
も
の
で
あ
る
と
思
ふ
。
此
の
階
級
的
差
別
出
生
率
申

説
明
的
部
分
、
云
は
ピ
そ
の
理
論
に
つ
い
て
は
、
林
悪
海
氏
の
力
作
『
人
口
理
論
』
に
よ
り
て
敬
一
京
を
受
く
る
所
少
し
と
し
な
い
。
こ
と
に
出
生
率
誠

少
の
説
明
に
閥
ナ
る
一
一
服
利
説
と
理
性
化
説
の
封
立
、
こ
れ
ら
に
封
ナ
る
枇
曾
撃
的
見
解
白
方
法
論
的
意
義
に
つ
い
て
雪
う
で
あ
る
。
か
つ
で
は
同

一
白
方
面
を
取
扱
ひ
な
が

b
、
割
払
の
見
方
は
ま
こ
と
に
粗
な
も
の
で
あ
づ
た
こ
と
を
感
ず
る
。

出
生
率
が
階
級
の
直
別
に
臆
じ
て
著
し
く
異
な
る
こ
さ
は
、
既
に
周
知
の
、
且
つ
卒
凡
な
る
事
賞
で
あ
る
。
五

林窓海兵『人口の理論』昭和五年。J) 



ι階
級
さ
云
ム
の
は
た
Y

翠
に
枇
舎
に
於
げ
る
上
下
。
匝
別
を
意
味
す
る
。
今
日
の
事
情
に
於
て
は
事
}
れ

ι貧
富

の
文
字
を
以
て
置
き
か
へ
で
も
よ
い
。

階
級
に
よ
り
、
即
ち
貧
富
に
よ
り
て
出
生
率
に
差
別
あ
る
-
二
」

rけ
は
、
か
く
卒
凡
な
る
事
責
で
あ
る
。
け
れ

d

こ
も
、
異
な
る
事
買
の
範
固
に
於
て
も
、
此
差
別
そ
の
も
の
の
大
き
が
如
何
な
る
程
度
の
も
の
で
あ
る
か
、
又
そ

れ
は
な
は
一
層
増
加
し
ゆ
く
も
の
で
あ
ら
う
か
。
日
本
に
於
て
、
此
差
別
は
如
何
な
る
事
情
に
あ
る
の
で
あ
ら
う

か
。
又
此
差
別
は
日
本
に
於
て
如
何
な
る
時
期
か
ら
増
加
し
て
ゐ
る
か
。
こ
れ
ら
の
問
題
、

一
括
し
て
一
五
へ
ば
、

チ
枇
的
出
生
漆
・
蹴
少
の
一
恥
肝
ピ
附
紙
的
中
十
一
日
別
出
斗
一
帯
山
一
弔
問
ど
の
剛
付
加
加
何
じ
問
す
ら
知
識
は
な
は
未
だ
開
拓
官

ら
れ
て
ゐ
な
い
。
而
し
て
、
此
揮
の
知
識
さ
開
聯
し
亡
、
此
差
別
出
生
峯
の
理
由
如
何
ざ
云
ム
ニ
ヨ
仁
つ
い
て
は

挙
国
介
な
ほ
未
だ
定
誌
を
見
な
い
。

強
め
忍
は
此
等
の
問
題
じ
闘
す
る
見
通
し
を
遮
ぺ
て
置
く
。
出
生
率
は
貧
富
じ
よ
り
て
差
異
あ
り
さ
は
一
五
ふ
も

の
の
、
此
差
異
は
た
Y
人
銭
的
出
生
制
限
の
加
は
る
に
及
ぴ
て
、

い
よ
/
¥
大
ぜ
な
る
。
蓋
し
、
人
銭
的
山
生
制

限
は
枇
舎
の
あ
ら
ゆ
る
階
級
を
通
じ
て
一
様
に
行
は
る
る
に
あ
ら
や
、
階
扱
仁
よ
り
て
そ
の
荘
度
が
著
し
く
異
な

る
が
故
で
あ
る
。
従
ひ
て
、
階
級
に
よ
る
出
生
率
の
差
異
は
あ
る
程
度
ま
で
、
出
生
率
の
一
般
減
少
さ
相
卒
行
し

て
増
大
す
る
で
あ
ら
う
。
在
が
か
つ
て
出
生
率
増
差
の
法
則
ざ
一
五
へ
る
は
ミ
の
関
係
を
指
す
。
勿
論
、
此
傾
向
は

出
生
率
・
の
減
少
が
極
め
て
一
般
的
さ
な
る
じ
及
ぺ
ば
い
く
ら
か
停
止
す
る
も
の
で
あ
ら
う
、
即
ち
階
級
に
よ
る
出

階
級
に
よ
る
差
別
出
生
牽

第
三
十
二
巻

九

第
一
殺

ノ、

九
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♂

山

川
噌

階
級
に
よ
る
差
別
出
生
率

第
三
十
二
巻

ーヒ
O 

第

披

ーヒ
O 

生
率
の
差
異
は
か
へ
わ
て
減
少
す
る
時
期
の
到
来
す
る
こ
さ
も
さ
け
が
た
い
。
け
れ
ぜ
」
も
、
ぞ
れ
は
な
ほ
眼
前
の

問
題
で
は
な
い
。
出
生
率
減
少
の
未
だ
あ
ら
は
れ
や
、
一
五
は
Y
人
銭
的
出
生
制
限
の
行
は
れ
ゴ
る
場
合
に
於
げ
る

階
級
的
差
別
出
生
率
を
知
る
さ
き
に
は
、
こ
れ
を
今
日
の
文
明
固
に
於
け
る
差
別
出
生
率
さ
比
較
し
て
、
人
震
に

よ
る
さ
-
」
ろ
の
階
級
的
出
生
率
差
異
が
ど
れ
だ
け
で
あ
る
か
を
知
守
一
ご
を
得
る
。
此
の
知
/
¥
階
級
的
差
別
出

生
療
が
大
慨
に
於
て
、
出
生
制
限
の
惜
県
で
あ
る
さ
す
る
な
ら
ば
、
ぞ
の
席
問
は
す
、
へ
て
、
近
代
的
出
生
率
減
少

の
原
因
そ
の
も
の
に
蹄
着
す
る
。
従
ひ
て
出
生
率
減
少
そ
の
も
の
の
設
明
を
加
ふ
る
こ
さ
が
、
ん
ー
の
問
題
に
封
す

る
説
明
を
輿
ふ
る
所
以
で
あ
る
。

二
、
日
本
に
於
け
る
事
責
|
|
其
一

日
本
に
於
げ
る
事
買
に
し
て
、
比
問
題
の
研
究
に
寄
奥
し
得
ぺ
き
も
の
仁
、
二
種
類
の
も
の
が
あ
る
。
そ
の
一

は
、
少
し
く
以
前
、
出
生
率
滅
少
の
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
時
期
に
於
て
、
階
扱
に
よ
る
出
生
率
の
差
異
が
ざ
う
な

っ
て
ゐ
允
か
の
事
賓
で
あ
る
。
噌
よ
い
は
、
大
龍
、
生
理
的
心
理
的
の
事
情
に
よ
り
て
、
云
は
Y
人
峰
崎
的
事
情
を
は

な
れ
て
、
出
生
率
の
階
級
的
差
異
の
如
何
は
ぎ
の
も
の
で
あ
る
か
を
知
ら
し
め
る
。
そ
の
こ
は
、
此
差
異
が
現
在

に
於
て
如
何
な
る
大
さ
の
も
の
で
あ
る
か
の
事
貫
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
日
本
に
於
げ
る
か

J
Q差
異
の
他
の
文
明

圃
に
比
し
て
、
ざ
れ
ほ
ど
遅
れ
て
生
じ
た
る
か
、
叉
ぞ
の
大
ち
が
ど
れ
は
ど
ち
が
っ
て
ゐ
る
か
さ
云
ム
特
異
性
を



知
ら
し
め
る
。

l
i
e
-
z
'
 

立
は
か
つ
て
東
京
市
十
五
匿
に
つ
い
て
、

そ
の
出
生
率
三
人
口
百
じ
っ
き
市
合
議
員
選
血
中
有
樺
者
数
さ
の
閥
係

を
求
め
た
。
後
者
一
か
貧
富
の
指
標
ざ
し
て
極
め
て
不
十
分
な
る
も
の
で
あ
る
こ
さ
、
階
級
別
に
出
生
翠
を
求
め
十

し
て
各
医
の
平
均
出
生
率
に
つ
い
て
考
案
を
加
へ
た
る
こ
さ
、
推
卒
能
力
あ
る
女
子
の
み
に
つ
い
て
出
生
率
を
求

め
や
し
て
二
般
人
口
に
罰
す
る
山
生
率
セ
見
允
る
こ
ご
は
、
一
エ
ム
ま
で
も
な
く
、
串
間
的
に
詳
し
が
允
い
勤
で
む

る
o

t

y
他
に
有
利
な
る
手
が
か
り
の
存
せ
ぎ
る
以
上
、

し
ば
ら
く
か
の
方
法
じ
よ
る
ニ
ご
ざ
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
以
来
に
叫
代
的
山
生
制
限
の
若
レ
か
ら
ダ
る
時
期
の
e

ミ
」
ざ
し
て
許
し
'
7

る大
で正
ゐご
ら よ手;
うの
02) 停

1雪
.c 
dわ
る
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下
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赤
阪

京
橋

匝

名

木
所
小
石
川
浅
草

一
一
占
・
占

A 

出

生

率

三

一

-
h

B
市
曾
議
員
選
奉
有
権
千
五

者
人
口
百
に
づ
き

算

術

的

平

均

A B 

"" g・3'-'

一
石
・
口

五
三主

=
口
・
=
一

日
中
・

h

-
百
・
五

一一
1
7
ニ
一
一
一
了
回
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三三

3己
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ニ子山中
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回
・
六

-t三
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一
・
入
国
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四

E
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三三
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回
・
同
ニ

一
一
・
八
九
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2玉三
且
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一
・
九
回

一
一
・
入
五

ヨ
・
同
人

三
・
己
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主主L
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三三 一ー
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? 三民
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千三 10.11
宍戸 12

Z
・
同
九
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3玉

私
は
か
つ
て
こ
れ
い
い
つ
い
て
『
富
力
の
大
小
に
膳
じ
て
出
生
率
の
反
比
例
す
る
が
如
き
聞
係
は
之
を
認
む
可
か

階
級
に
よ
る
差
別
出
生
率

第
三
十
ニ
巻

第
一
読

七

七

『社曾事的研究』一四七買参照2) 



階
級
に
上
る
差
別
出
生
率

第
三
十
二
巻

第

競

七

七

ら
ぎ
る
な
り
。
然
れ
ざ
も
た
Y

特
じ
富
裕
な
る
直
に
於
て
出
生
率
の
小
な
る
事
買
の
み
は
明
白
に
知
h
J
得
ら
る
。

富
裕
に
し
て
出
生
率
小
な
る
敷
匝
の
出
生
率
平
均
さ
其
大
な
る
数
匿
の
平
均
さ
の
差
の
後
者
に
劃
す
る
割
合
は
約

三
O
d
m
な
り
』
さ
越
べ
て
ゐ
る
の
而
も
こ
れ
を
以
て
、
人
魚
的
出
生
制
限
(
所
謂
産
児
制
限
)
の
行
は
れ
ぎ
る
場
に

於
け
る
出
生
率
の
階
級
的
差
異
な
b
さ
な
し
て
ゐ
る
。
而
も
、
今
や
此
見
解
に
つ
い
て
根
本
的
な
る
修
訂
を
加
へ

な
け
れ
ば
な
ら
ね
o

前
に
も
逃
J

ヘ
ロ
る
が
如
く
、
此
方
法
そ
の
も
の
が
甚
だ
し
く
組
漏
な
る
も
の
で
あ
る
こ
ぜ
は

営
初
か
ら
念
頭
に
置
い
た
る
こ
ご
で
あ
る
が
、
他
の
遣
に
精
確
な
る
調
査
は
異
な
れ
る
結
果
を
示
し
て
ゐ
る
か
ら

で
あ
る
。

古
山
利
雄
氏
は
九
正
十
三
年
、
新
潟
市
に
於
て
満
四
十
歳
以
上
の
有
配
偶
婦
人
の
属
す
る
家
族
二
千
二
百
戸
に

つ
い
て
、
市
役
所
の
公
簿
に
よ
り
て
調
査
を
試
み
、
貧
宮
さ
産
児
教
さ
の
関
係
を
求
め
ら
れ
た
円
『
推
四
千
能
カ
期
間

を
脆
し
た
る
婦
人
(
推
卒
能
力
期
間
有
配
偶
者
た
る
こ
ご
を
要
す
)
の
家
族
に
つ
い
て
、

一
夫
婦
よ
b
出
産
し
た
る

産
児
の
教
を
調
査
し
、
都
市
、
村
落
、
全
国
別
に
分
類
し
、
貧
富
の
程
度
よ

h
、
そ
の
出
産
率
を
離
籍
す
る
』
理

想
の
下
に
、
新
潟
市
全
部
に
亙
り
て
此
方
法
を
行
は
れ
た
る
も
の
で
あ
る
。
『
満
四
十
五
歳
以
上
の
有
配
偶
婦
人

に
限
る
時
は
観
察
調
象
が
僅
少
さ
な
る
の
を
恐
れ
て
現
在
荷
四
十
歳
以
上
(
明
治
十
六
年
十
二
月
末
日
以
前
の
出

生
)
の
有
配
偶
婦
人
の
家
族
に
限
っ
て
調
査
し
た
。
」

『
所
得
額
の
大
小
に
膳
じ
て
分
類
さ
れ
た
る
部
分
的
集
圏
内
の
各
家
族
の
出
生
児
の
総
数
を
家
族
の
総
数
を
以



..='" 

て
除
し
た
る
算
術
的
卒
均
、
郎
ち
姫
争
能
力
期
聞
を
経
過
し
た
有
配
偶
婦
人
一
仁
付
い
て
の
平
均
出
生
児
款
を
求

め
、
こ
れ
を
所
得
別
に
封
比
す
れ
ば
次
の
如
く
で
あ
る
。

所
得
階
級
市
内
号
百
園
百

l
ニ
百
l

三
百
四
百
l

五

百

六

百

I

七

百

八

百

i

y
f
以

下

二

百

三

百

l
四

百

五

百

六

百

七

百

!

八

百

九

・

百

A 

H 

C 

D 

E 

F 

G 

H 

I 

I 

Iζ 

L 

~I 

N 

。
F 

Q 

R 

九

百

千
l
千

千

=

干

千

内

百

二

千

三

千

|
千
二
百
千
六
一
白

l
二

千

三

千

五

千

五
千
1

一重向
l

五
高

一

高

五

禽

以

上

組
扱

家
族
数千
均
出
生
四
・
き
四
・
九
一
回
・
一
二
回
・
回
目

見
数
移
動
F
均

ノ、
Jt.::; 

ノL
j"  

主主

W~ヨ

~，'< 

ニ正

il;: 
J、

A 、

U 
J、

回

(

)

←= 
且-，、

.:lt.. 
」三o.

ノ、、
ニEι

'" ノ、

.~J 

主主
:1:ι 

d目、

cコ
Cコ

四・八一一

三E

千
Q
4

司
↓
・

μ

司、

F
b
p

，
ノ
ノ

同
・
ん
垣

五
二
一
ん

主・口問

千
戸
手

五・五ニ

E

・
五
(
〕
問
・
五
八

J
4

・2〕

子
宮
一
千
一
七
回
入
品

回
・
事
ハ
回
・
六
九

同
・
七

国
・
八
八

同
・
九
叫

ヨヨ:
-r二d
J 、

五・「一…問

子一(〕

ヨ~~.

五・一一函

且・ニ。

五
・
一
九
五

五・口)〈

こ
れ
か
ら
女
の
如
き
結
果
が
示
さ
れ
て
ゐ
る
。
『
こ
の
こ
ご
は
概
略
な
が
ら
、
所
得
の
小
な
る
家
族
の
出
生
率
は

低
く
、
所
得
の
大
な
る
家
族
ほ
ど
比
較
的
高
い
出
生
率
を
一
不
し
、
中
央
部
は
最
高
で
あ
る
こ
さ
を
示
し
て
ゐ
る
。

是
に
依
っ
て
新
潟
市
に
於
げ
る
現
在
浦
四
十
歳
以
上
の
婦
人
二
千
二
百
人
の
産
ん
忙
子
供
の
卒
均
教
は
四
・
八
五

人
で
あ
っ
て
、
こ
れ
を
貧
宮
別
に
み
る
な
ら
ば
、
宮
の
程
度
の
低
い
家
族
に
在
つ
て
は
富
の
程
度
の
高
い
家
族
に

比
し
て
、
卒
均
教
の
上
で
は
そ
の
差
は
僅
少
で
あ
る
が
、
寧
ろ
比
較
的
少
数
の
子
供
が
生
れ
て
ゐ
た
事
買
を
認
め

た
の
で
あ
る
。

な
ほ
最
低
出
生
牽
を
示
し
て
ゐ
る
の
は
所
得
二
百
固
乃
至
三
百
固
の
階
較
で
あ
り
、
最
高
の
出
生
峯
を
示
し
て

ゐ
る
の
は
所
得
二
千
固
乃
至
三
千
園
の
階
級
で
あ
る
。
前
者
に
属
す
る
八
五
家
族
中
九
家
族
(
一

0
・
六
プ
ロ
ツ
エ

階
級
に
よ
る
差
別
出
生
傘

第
三
十
二
巻

七

第

披

七



階
級
に
よ
る
差
別
出
生
率

第
三
十
二
巻

γ
ト
)
、
後
者
じ
属
す
る
こ
八
九
家
族
中
四
人
家
族
三
六
・
六
プ
ロ
ツ
エ
ン
ト
)

守

、

浄

、

a
L
P

、。

ふ

μ
e
J
一}
U
W

七
四

第

君主

七
問

rり
が
子
供
の
全
く
生
れ
た
唱
二
」

『
何
故
に
富
の
程
度
の
低
い
部
分
の
出
生
率
は
低
く
、
富
の
程
度
の
高
い
部
分
の
出
生
率
は
比
峻
的
高
き
か
に
つ

い
て
、
そ
の
原
因
を
考
察
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
。
』
「
出
生
率
の
高
低
さ
婚
姻
年
齢
(
妻
)
の
高
低
さ
の
聞
に
反
比
例
的
な

一
定
闘
慌
の
存
し
て
ゐ
る
叫
三
」
を
知
る
C
あ
ら
う
。
印
ち
出
生
市
?
の
低
い
部
分
的
集
閣
の
平
均
婚
姻
齢
は
高
く
反

封
に
出
生
還
「
の
高
い
部
分
的
集
園
の
卒
均
婚
姻
年
齢
は
低
い
」

所
得
階
級

F 

H 

J 

K 

よえ

C 

D 

E 

G 

E 

I 

年婚
齢姻

r一一~-ー「

妻夫

三三ノ円、
〆内、.

4

、，
』〆
ι町ロ一一

-，-.;; 
A ・

一六・口一昔

凡主Z

一
五
・
一
一
六
・

七
口
一
一
。

ノ"ー〆F、
Iu・

~戸、
=・

一
円
・
ニ
六
-

t

一
六
五
五ヲ匂三三

o ・

一Z一・六缶

=一
-
7
-
一回・

九

六

角

人

;Tt..:.三
三三・

三二三z

""・

一一一・三

""二二
三罰己 . 

ーゴ
... 還一ー
ノL ・

一ゴ一・

ニ
一
豆

L 

M 

N 

。
p 

Q 

平
均

--， Cコ・
一千五(〕

ーー三fi.-. 
一六・一一一且・

五
局
一
六

R 

一
三
・五五

西・
九
{
〕

-一六・回長

玉三7

一
・
=
ロ
・

一
一
一
一
五
再

一一一-
D
一一

一
口
・
エ
ロ
-

h

ニ

一

五

プマノ v
三三， . 

一三・ロ一一

そ
こ
で
「
部
分
的
集
閣
の
妻
の
卒
均
婚
姻
年
齢
の
高
低
、
従
っ
て
、
妻
の
婚
姻
後
の
推
卒
能
力
期
間
の
卒
均
時
数

の
長
短
が
集
圃
の
富
力
の
差
異
さ
は
比
較
的
無
関
係
に
そ
の
集
圏
の
平
均
出
生
率
の
高
低
を
反
比
例
的
に
支
配
せ

る
に
非
ざ
る
か
さ
考
へ
ら
れ
る
。
ぞ
れ
故
に
』
『
婚
期
さ
出
生
率
さ
の
閥
係
を
貧
富
別
に
研
究
す
る
必
要
が
あ
る
。
』

所

額

三

百

国

未

満

八
百
困
乃

至

千

国

三
百
図
乃

至
八
百
国

f喜

白齢♀
も十さ
の九婚
以姻
下年

rー~一、

平良
均
出
生
見
数

主王

ブL
占，、

四

教

六

-
O
四

大
・
五
七

大
・
七
五

千
園
乃
至

五

千

固
一
四
穴

ム
ハ
・
宍
四

五
千
閲
乃

至
一
高
国七

五
・
四
七

一
高
園

以

よ

五
・
六
回



τ 

(
妻
)
鰭
姻
年
『
艮

齢
十
九
乃
至
由

サ
五
の
も
白

E

平
均
出
生
児
数 鞍

四
四

五
二

O

O 
七

凹

ノi¥.

古山草IJ雄氏 賃宮別及び職業別より概たる出生率及婚姻年齢の研究、吐曾墜
雑誌大正十四年五月務大月嘘

3) 

五
-
一
六

五・四一一

五

:tu 

五
・
五
四

五・
0
0

五・一一一凡

こ
れ
に
よ
り
て
古
山
氏
は
尖
の
如
く
結
論
せ
ら
れ
る
。
「
以
上
の
統
計
的
事
費
仁
よ
り
て
推
論
す
る
に
、
観
察
軍

位
さ
ヘ
多
数
な
ら
ば
、
妻
の
婚
姻
年
齢
別
の
各
競
聞
に
於
け
る
卒
均
出
生
児
教
は
貧
富
別
ぎ
は
比
鞍
的
無
関
係
に

略
九
吋
相
等
し
い
卒
均
債
を
一
不
す
で
あ
ら
う
さ
現
像
せ
ら
れ
る
。
-
ご
れ
は
貧
富
の
差
異
、
即
も
物
質
的
幸
一
臓
の
差
異

が
女
子
の
娃
字
能
力
に
影
響
を
輿
ふ
る
事
、
が
極
め
て
些
少
で
あ
る
-
}
さ
を
示
す
も
の
で
は
な
い
れ
o』

こ
れ
は
注
目
す
ぺ
き
研
究
の
結
果
な
り
さ
一
五
は
ざ
る
を
得
ぬ
。
人
銭
的
出
生
制
限
な
岩
場
合
に
於
て
ち
、
別
調

無
意
識
的
、
自
然
的
に
、
換
言
す
れ
ば
径
一
委
の
過
多
、
知
識
の
愛
蓬
が
出
生
率
の
減
少
を
件
ふ
三
一
去
ふ
ダ
プ
戸
デ

ィ
、
ス
ペ
ン
サ
ア
法
則
の
作
用
に
よ
り
て
、
最
高
二

O
乃
至
三

O
μ
(時
の
最
高
出
生
率
に
劃
し
て
)
に
達
し
う
る
さ

ニ
ろ
の
差
異
を
来
す
も
の
さ
、
在
は
か
つ
て
遁
ぺ
た
。

一
ツ
ア
イ
の
ナ
ポ

y
の
JE劃
別
出
生
率
の

(
一
八
八
一
年

出
生
率
減
少
の
さ
ま
で
現
は
れ
ざ
る
時
期
に
於
け
る
)
調
査
に
も
か
、
る
断
定
を
加
へ
う
ぺ
き
計
教
が
示
さ
れ
て

ゐ
る
。
然
る
に
古
山
氏
の
研
究
結
果
は
、
根
本
か
ら
之
を
否
認
す
る
。
而
し
て
、
階
扱
に
よ
る
推
争
率
の
差
別
な

し
さ
云
ふ
。
こ
れ
は
果
し
て
.

一
般
的
命
題
ざ
し

τ許
し
う
ぺ
き
で
あ
ら
、
7
か
。
そ
の
断
定
は
後
に
之
を
試
み
る

'
』
ご
ざ
す
る
。
た
?
」
i

、
に
衣
の
事
を
注
意
し
よ
う
。
満
四
十
歳
ま
で
生
存
せ
ざ
h
し
女
子
、
及
び
満
四
十
歳
ま

で
じ
離
別
し
た
る
女
子
の
旋
争
率
は
考
察
の
中
に
入
h
来
ら
向
、
例
へ
ば
、
所
得
低
き
階
級
に
於
て
は
忽
一
産
の
女

滑
級
に
よ
る
差
別
出
生
率

第
三
十
二
巻

第

1虎

七
五

七
五



いl

階
級
に
よ
る
差
別
出
生
率

第
三
十
二
巻

七
六

第

披

七
大

子
が
か
へ
り
て
早
〈
死
じ
す
る
ご
一
耳
ふ
こ
ご
な
き
ゃ
。
若
し
か
、
る
事
質
あ
り
さ
す
れ
ば
、
小
所
得
階
扱
に
於
け

る
姫
争
率
は
更
に
大
な
る
も
の
で
あ
ら
う
さ
忠
は
れ
る
c

最
初
に
掲
げ
た
る
古
山
氏
の
車
内
は
、
貧
し
き
階
級
白
一
姫
学
卒
が
伽
へ
り
で
岱
脅
か
の
如
き
誤
解
を
輿
へ
品
。
こ
れ
は
晩
婚
の
人
を
も
一
括
し
て
計

上
し
た
る
が
故
で
あ
る
。
こ
れ
は
例
へ
ば
二
十
五
位
ま
で
に
婚
姻
し
た
る
も
の
ふ
み
を
含
め
て
表
を
作
製
ナ
べ
き
で
は
な
か
ワ
た
ら
う
か
。
さ
う

7
れ
ば
、
所
得
低
曹
も
の
に
か
「
り
で
、
知
争
率
の
幾
分
か
高
官
こ
と
を
示
し
得

trι
う
と
思
は
れ
る
。
加
之
、
此
幌
市
十
卒
の
崎
級
別
主
平
行
し

て
出
生
率
の
階
級
山
川
左
側
叶
一
考
篠
ー
に
一
五
4
m
u

関
係
主
一
所
在
れ
た

b
ば
廷
に
有
役
で
あ
っ
F

た
と
岡
山
は
れ
の
。
た
ほ
、
州
半
期
間
を
説
じ
で
す
べ
て

の
女
子
が
同
一
階
級
的
地
位
に
あ
っ
た
と
云
ふ
と
と
が
必
然
で
な
い
。
そ
れ
が
此
方
法
め
最
大
な
る
弱
駐
で
あ
る
c

三
、
日
本
に
於
け
あ
事
責
ー
ー
ー
其
一
一

近
年
に
入
り
て
、
日
本
じ
於
て
も
出
生
率
滅
少
の
事
貰
漸
く
現
は
れ
つ
、
ゐ
る
c

少
く
も
出
生
制
限
じ
闘
す
乙

知
識
の
普
及
、
宣
停
機
関
の
増
加
、
賀
行
人
数
の
増
加
は
何
人
も
こ
れ
を
疑
ひ
得
な
い
。
わ
ん
va
、

の
計
載
の
上
に
既
に
ざ
れ
だ
け
の
盤
化
を
輿
へ
つ
、
あ
る
か
。

こ
れ
が
出
生
率

出
生
率
の
械
少
は
既
γ
い
日
本
の
出
生
率
の
計
教
の
上
仁
ゐ
ら
は
れ
つ
、
あ
る
か
。
然
ム
リ
、
出
生
率
の
載
字
は
既

に
、
日
露
戦
争
後
か
ら
、
低
下
し
っ
、
あ
る
。
け
れ
ざ
も
、
所
謂
近
代
的
意
義
に
於
け
る
、
云
は
Y

人
鴻
的
出
生

制
限
に
基
く
ど
こ
ろ
の
出
生
率
誠
少
は
既
に
計
数
の
上
に
あ
ら
は
れ
っ
、
あ
る
か
。
在
は
敢
て
云
ふ
。

ぞ
れ
は
俸

に
昭
和
の
は
じ
め
よ
ち
。



心
情
γ
K
L

益還一誠一

ムγ 

ぞ:

な
る
ほ
ど
日
露
戦
争
後
、
こ
さ
に
明
治
四
十
二
年
乃
至
四
十
四
年
の
出
生
率
(
す
ぺ
て
人
口
千
に
劃
す
る
。
所

謂
粗
出
生
牽
)
三
三
・
九
乃
至
三
四
・

O
を
組
項
ざ
し
て
今
日
に
至
る
ま
で
、
蓮
績
的
に
低
下
し
て
ゐ
る
ご
見
ら

れ
ぬ
こ
さ
も
な
い
。
勿
論
大
正
九
年
以
後
数
年
に
於
げ
る
出
生
率
の
数
字
は
一
段
の
上
昇
を
示
し
て
ゐ
る
が
、
こ

れ
は
、
重
に
、
大
正
九
年
の
幽
勢
調
査
の
結
果
、
ぞ
れ
以
前
の
出
生
率
計
算
の
基
礎
さ
な
れ
る
人
口
組
教
の
中
か

ら
初
日
た
Y

し
き
虚
数
を
排
除
し
た
る
結
果
で
め
る
ご
見
ら
れ
て
ゐ
る
。
此
意
味
に
於
て
、
大
正
九
年
以
前
の
出

生
率
ぜ
そ
れ
以
後
の
出
生
率
ざ
を
一
一
列
に
比
較
す
る
こ
さ
は
困
難
で
あ
る
さ
見
ら
れ
る
o
k
y
ぞ
れ
以
後
も
引
き

つ
ず
吉
川
生
率
の
低
下
し
て
ゐ
る
こ
さ
か
ら
、
明
治
四
十
二
年
以
来
、
不
断
に
低
下
し
た
る
も
の
さ
判
定
せ
ら
れ

、ノ

b

、
ノ
》
¥
ノ
コ
、
』

3
コ

J

一
、
、

d
z
u一吋しま
FH

私
て
レ
ヘ
J

」
も
"
此
表
面
め
計
裁
を
否
定
す
る
の
で
は
な
い
。

げ
れ
、
さ
も
、
こ
れ
を
以
て

直
に
近
代
的
意
義
を
有
す
る
出
生
率
誠
少
で
あ
る
さ
は
考
へ
得
な
い
。
大
韓
戦
後
に
於
て
出
生
率
の
増
加
す
る
の

は
一
般
的
の
事
買
で
ゐ
る
。
日
露
戦
後
の
出
生
率
の
絶
頂
は
此
一
般
的
事
賓
の
一
場
合
を
示
し
た
の
に
過
ぎ
ぬ
。

戦
前
の
出
生
率
に
復
踊
す
る
-
』
ご
は
、
別
じ
何
等
近
代
的
の
出
生
率
減
少
さ
は
一
五
は
れ
得
な
い
事
象
で
あ
ら
う
。

而
し
て
、
最
近
に
至
る
ま
で
、
日
本
の
出
生
率
が
日
露
戦
争
以
前
の
峯
よ
り
も
低
下
し
允
り
さ
見
る
ぺ
き
何
の
確

謹
も
な
い
。
例
へ
ば
、
大
正
十
四
年
以
降
昭
和
三
年
に
至
る
聞
の
出
生
率
平
均
は
三
四
・
五
を
下
ら
ぬ
。
ζ

れ
が
明

治
三
十
二
年
乃
至
三
十
六
年
じ
至
る
出
生
率
(
及
び
大
正
三
年
乃
至
七
年
に
至
る
出
生
率
三
二
・
三
)
二
一
二
・
三
よ
り

も
低
い
さ
云
ふ
こ
さ
は
、
確
査
し
が
た
い
事
で
あ
る
さ
思
は
れ
る
。
何
れ
か
さ
一
宮
へ
ば
、
出
生
率
減
少
の
事
費
確

階
級
に
よ
る
差
別
出
生
率

第
三
十
二
容

七
七

第

披

七
七



作 l

階
級
に
よ
る
差
別
出
生
蔀

第
三
十
三
舎

七
八

第

ま宜

七
A 

認
し
が
た
し
さ
見
る
事
が
、
選
ば
る
ぺ
き
立
場
で
は
な
か
ら
う
か
。
尤
も
、
国
勢
調
査
の
結
果
に
於
て
排
除
せ
ら

れ
穴
る
叶
人
口
数
中
の
虚
敷
」
を
計
量
し
、
且
?
ぞ
の
他
の
詳
細
な
る
事
情
を
考
慮
し
て
、
出
生
率
減
少
を
積
極
的

じ
設
健
立
て
う
〈
し
芯
す
る
な
ら
ば
、
論
自
ら
別
で
あ
る
。

此
見
解
仁
一
の
裏
附
げ
を
試
み
る
リ
近
代
的
な
る
、
従
ひ
て
一
般
的
傾
向
、
と
し
て
の
出
生
率
減
少
が
計
数
の
表

耐

i!;. 

t;i‘ 
tL 

d) 
仰

の

1，ト

l工

叩
佐
川
刊
は
何
よ
り
も
ま
づ
郡
曾
こ
三
に
大
都
曾
に
あ
ら
は
れ
て
ゐ
な

げ
れ
ば
な
ら
向
。
然
る
に
ニ
の
こ
さ
は
ま
允
確
認
し
得
ら
る
る
こ
さ
で
は
な
い
。
こ
の
こ
さ
は
約
十
年
以
前
に
於

て
、
私
が
論
じ
忙
る
場
令
申
」
事
情
に
允
い
し
わ
山
る
幸
一
異
が
な
い
。

第
一
回
国
勢
調
査
年
前人
口
五
蔦
以
上

回
市
隔
出
生
率

二
六
・
四

二
六
・
八

二
六
・
九

二
孟
・
八

二
六
・
四

ニ
瓦
・
七

二
五
・
一

二
四
・
九

二
二
一
・
四

二
回
・
ニ

• 

人
口
五
高
以
下

の
市
区
出
生
率

二
丸
・
九

二
九
・
六

二
九
・
七

三
八
・
七

二
八
・
丸

一
一
七
・
五

一
一
セ
・
二

二
六
・

O

一
一
五
・
八

三
六
・

O

年

次

全
国
出
生
時
中

明
治
凶
三
四
回

大

正

元
一一一一一

三
=
一
・
九

三
四
・

0

一一一一一一・一一一

一一一一一一・二

三
三
・
七

一一一三・一

三
ニ
・
七

三一一-一一一

一一一一マニ

一一一一・六

宍五四八七

日，，_.

p

l

h

円
J
唯

作
-

『現代祉舎白諸研究』4) 



z
f
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専
守

FE--一J
，i
Z事

会
踊
尚
生
率
白
下
降
は
此
白
期
聞
に
於
い
て
ニ
・
主
で
あ
り
、
人
口
五
高
以
上
の
そ
れ
は
二
・
二
で
あ
る
。
都
曾
地
に
於
け
る
出
生
率
の
下
降
は
き

主
で
大
で
あ
る
と
は
一
宮
ひ
が
た
い
。
人
口
五
高
以
下
の
都
市
に
於
て
此
下
降
が
三
・
九
に
及
ぶ
こ
と
は
別
に
経
済
的
原
因
を
右
主
る
で
あ
ら
う
。

E 

第
一
同
国
勢
調
査
年
後

年

女

人
口
十
高
以
上

の
市
出
生
率

人
口
五
高
以
上

の
市
区
出
生
率

人
口
元
高
以
下

の
市
医
出
生
市
中

金
岡
出
生
率

大

正

丸一o
一一一二

昭

和

元
二

七六ヒ九六五

三九七 O 六九

二
八
・
=
一

二
八
二

二
七
・
九

二
七
・
一

一一六・一

二
九
・
二

二
九
・
一

二
七
・
九

二
九
・
二

二
九
・
九

二
九
・
三

二
九
・
一
一

二
九
・
九

三
九
・
六

一一一

O
q
一一一

=一

0
・0

一一一六・二

三
五
・
一

三
四
・
二

一
ニ
凶
・
九

一一二一了八

百
一
四

γ
九

一
一
八
・
五

二
九
・
一

四三四

回大八

此
期
間
K
於
て
、
全
国
尚
生
卒
は
一
・
八
を
減
じ
て
ゐ
る
の
に
人
口
五
寓
以
上
の
市
匝
に
あ
り
で
は
か
へ
り
て

0
・
九
を
増
加
し
て
ゐ
る
。
都
市
町

出
生
率
が
別
し
て
減
少
し
た
と
は
云
へ
ぬ
c

前
掲
の
表
の
示
す
ぜ
こ
ろ
じ
よ
れ
ば
、
都
市
、

こ
ご
に
大
都
市
に
於
て
、

出
生
率
の
格
別
に

(
全
国
の
出
生
率

以
上
に
)
誠
少
し
た
さ
見
る
ぺ
き
根
擦
が
な
い
。

こ
の
こ
さ
は
日
本
じ
於
て
未
だ
何
等
、
近
代
的
意
義
仁
於
り
る

出
生
率
減
少
の
謹
健
か
、
出
生
宰
の
数
字
の
上
に
於
て
、
跡
づ
け
得
ら
れ
な
い
こ
さ
を
意
味
す
る
。

私
は
こ
の
間
に
、

t
y
一
の
例
外
を
見
る
。
ぞ
れ
は
最
近
仁
於
り
る
東
京
市
の
出
生
翠
で
あ
る
。

階
級
に
よ
る
差
別
尚
昆
率

第
三
十
二
巻

七

九

第

5虎

七

九



， 
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階
級
に
よ
る
差
別
出
生
率

第
三
十
二
容

ノ、

O 

第
一
披

i¥. 
O 

大

正

九

東

京

市

二
七
"
六

大

阪

市

一
一
六
"
一
一
一

-
O
 

一一一

二
九
・
一
九

二
七
・

0
0

ニ
-
一
・
一
五

二五・一一二一一

二
五
・
四
三

二
五
・

0
0

全

国

平

均

一一一大・二

=
一
五
・
一

三
四
・
ニ

ヨ
四
・
九

昭

和“一
元 l叫三

一一五・

O
二

二ヘ・ヘ
O

二
五
・
二

C

一
一
一
一
了
四
八

二

t
・A/
一ヘ

一
三
・
八

-
四
"
九

二
四
・
五
七

二
二
・
凡
二

二
七
・
四
一
一
一

二
六
・
一

O

二
六
・
九
五

一一ニ・大

一
四
・
川

全
国
出
生
準
は
此
期
閉
じ
了
八
vT
減
じ
て
ゐ
る
が
、
大
阪
市
の
出
生
率
は
か
へ
り
て
増
加
し
て
ゐ
る
。
わ
ル
Y
束

京
市
の
出
生
率
は
昭
和
年
間
に
入
り
て
か
ら
(
詳
言
す
れ
ば
大
正
十
五
年
か
ら
)
著
し
〈
減
少
し
て
ゐ
る
。
勿
論

咽
)
れ
は
そ
の
人
口
構
成
の
上
か
ら
、
一
式
は
Y
機
械
的
無
意
識
的
に
生
じ
て
ゐ
る
部
分
を
合
ま
ぬ
さ
し
な
い
で
あ
ら

ぅ
。
け
れ
ど
正
、
産
児
制
限
の
運
動
の
勃
興
さ
そ
の
知
識
の
普
及
が
ま
さ
し
く
、
此
頃
じ
入
h
ノ
て
顕
著
さ
な
れ
る

こ
ぎ
を
思
ふ
な
ら
ば
、
そ
こ
に
近
代
的
な
乙
出
生
率
滅
少
を
認
め
る
さ
い
1

つ
で
も
、
不
合
理
の
こ
さ
で
は
あ
る
ま

ぃ
。
在
は
こ
、
に
、
昭
和
初
期
の
東
京
市
出
生
率
の
敷
字
上
に
、
は
じ
め
て
西
欧
の
近
代
的
出
生
率
減
少
の
大
潮
疏

の
潮
先
を
認
め
得
る
守
」
思
ふ
。

日
本
の
出
生
率
は
こ
れ
よ
り
し
て
漸
く
減
少
す
る
も
の
さ
思
は
れ
る
。
不
景
気

ι
e 

よ
る
生
活
難
の
腫
泡
は
愈
々
此
傾
向
を
強
め
る
に
も
が
ひ
な
い
。



比
の
如
く
見
来
札
ぽ
、
貧
富
に
よ
る
出
生
率
の
差
異
が
近
代
的
意
義
を
も
っ
三
認
め
得
ら
る
べ
き
は
、
云
ひ
か

ふ
れ
ば
、
出
生
制
限
に
基
く
さ
見
ら
れ
得
ぺ
き
は
、
こ
れ
を
臼
本
に
つ
い
て
見
る
か
ぎ
り
、
何
よ
り
も
ま
づ
、
束

京
市
の
事
買
で
あ
る
。
然
ら
は
最
近
の
東
京
市
の
出
生
卒
に
つ
い
て
こ
の
差
別
出
生
率
が
如
何
な
る
数
字
さ
し
て

あ
ら
は
れ
て
ゐ
る
か
。
こ
れ
を
確
買
に
知
る
震
に
は
、
精
確
出
生
率
(
推
卒
能
力
女
子
百
に
封
す
る
出
生
数
)
を
階

経
的
に
調
査
す
る
こ
ぜ
を
要
す
る
。
げ
れ
ゲ
し
も
、

こ
れ
は
現
在
の
在
ざ
し
て
は
な
し
ご
げ
得
ざ
る
さ
こ
ろ
で
あ
る

悲
に
は
間
接
に
、
富
の
程
度
の
高
い
地
区
の
粗
出
生
峯
(
人
口
千
に
封
す
る
出
生
数
)
さ
、
そ
の
低
き
地
恒
の
そ
れ

と
」
信
比
捜

f
る
方
法
だ
け
し
か
待
合
せ
て
わ
な
い
。
慎
一
一
一
団
所
得
税
φ
納
暁
人
民
ベ
人
口
千
に
つ
き
)
A
及
び
ぞ
の

課
税
所
得
額
人
口
一
入
賞
、
り
B
の
そ
れ
ぞ
れ
さ
出
生
率
C
さ
を
封
比
し
て
見
る
(
昭
和
三
年
度
)
o
D
は
大
正
二
年

度
芝
の
出
生
率
比
較
を
示
す
。

A

の
順
序
に
排
列
し
亡
そ
れ
に
調
懸
ナ
る
と
こ
ろ
の
出
生
率
を
見

h
。

A 匿
名

C 区
名

B C 

ZE24918深pJf ~~." w )11 

深 24.4 19木
)11 

z 20724章

重24225z

46 24.4 

52 

o7 

:::4.9 

24.2 

階
級
に
よ
る
差
別
出
生
率

33.6 42喜

80 20.7 

そい

x:... 39.8 107 

E39843芝

Ij、
33.6 153 是 31.146右

q田川

31.1 172宗19.6 49堕
川伸

22.9 177塁29.2 50事
市申

郷 18.150 回

Z22日 53塁
29.2 179 

霊山 59i 

28.3 182 

26.3 275 

控 19.7 62塑
イ11 IIIJ 

日土
lo.6 313 木 ~6.3 63 ft 

q官官

抽日
苛川 64毒

平
均z 288 

東京市統計書によりて算出。5) 

18.1 150 

第
三
十
二
巻

19.6 ~ll 
i¥. 

1!J.7 419 

25.8 

第

競

i¥. 



第
三
十
三
巻

第
一
披

i¥. 

階
級
に
よ
る
差
別
出
生
率

i¥. 

D 

---j.O 

-0.4 

-2.2 

"-2.4 

-8.1 

+2.2 

+6.4 

-1.3 

2.7 

+9目。

+1.2 

+6.9 

y
i
 

-ウ

a
F
「

(
出
生
牢
計
算
の
基
準
に
務
化
が
あ
る
、
こ
の
一
々
の
数
字
白
大
き
に
意
味
は
な
い
、
た
ピ
相
封
的
に
の
み
意
味
が
あ
る
)

-03 

-8.6 

此
計
数
は
私
共
仁
、
貧
富
又
は
階
扱
別
に
よ
る
出
生
峯
の
差
異
に
つ
い
て
、
何
等
明
確
の
知
識
ぞ
輿
へ
な
い
0
・

こ
れ
は
姫
字
能
力
あ
る
婦
人
に
つ
い
て
出
生
率
を
求
め
示
、
人
口
に
つ
い
て
之
を
求
め
た
る
結
果
で
あ
ら
う
。
げ

ン
h

h

h

官

れ
f
z
t

ん
寸
耳
に
地
み
て
精
舵
出
生
中
年
配
ボ
む
乙
手
掛
配
布
し
た
い
。

轄
じ
て
、
出
生
率
減
少
の
未
だ
認
め
得
べ
か
ら
ざ
る
大
阪
市
の
出
生
卒
じ
つ
い
て
考
へ
る
。

各
区
の
人
口
を
以
て
所
特
粧
の
課
せ
ら
る
る
所
得
額
を
除
す
ぁ
。
そ
の
商
、
印
ち
人
口
一
人
営
h
p
課
税
所
得
額

(
第
三
種
所
得
)
を
以
て
各
国
の
貧
富
の
標
準
ぜ
す
る
(
A
)
。
十
五
歳
乃
至
五
十
九
蔵
ま
で

(
買
は
四
十
五
又
は
五

十
歳
ま
で
に
限
る
の
が
合
理
的
で
あ
る
り
れ
ど
も
統
計
の
責
糾
は
ぞ
の
方
法
を
許
さ
な
い
)
の
蛙
卒
能
力
あ
る
女

子
人
口
千
じ
つ
い
て
の
出
生
数
を
求
め
る
(
B
)
。
此
二
を
劃
比
す
る
さ
左
の
如
き
結
果
を
示
れ
。

直
一

人

嘗

P
課
h
h

税

所

得

数

J

一
五
1
五
九
女
子
1

千
人
嘗
り
出
生

1
名

東

南

133 119喜
夫

9.5 116 ヨ三
寺

ω霊

西
成
西
淀
川
東
淀
川
東
成

6

0

Q

U

G

 

，U
A

4

0

0

。。

西

北

此
花

港

63 

59 

86 286 

iS 224 

106 128 

79 262 

150 

]32 

154 

178 

146 

147 

170 

大
瞳
に
於
て
、

A
が
大
な
る
は
ぜ
」
、
郎
、
富
め
る
地
区
は
ざ
出
生
率
は
小
に
し
て
、

A
小
な
る
ほ
ど
、
却
も
貧

し
き
地
匝
は
ぜ
」
出
生
産
・
は
大
で
あ
る
。
そ
の
聞
の
差
異
は
約
五
十
バ
ア
セ
ン
ト
に
及
ぶ
。
却
も
最
大
の
出
生
率
の

昭和三年大阪市統計書載する所目資料によりて計算ナ。6) 



二碕

五三さ

ごとで

字
分
が
最
小
の
出
生
牽
に
営
る
。
け
れ
ざ
も
、
此
差
異
の
大
部
分
が
な
は
未
だ
人
銭
的
な
る
出
生
制
限
の
結
果
さ

見
が
た
い
で
あ
ら
う
こ
さ
は
、
私
の
今
ま
で
遁
〈
た
る
ぜ
こ
ろ
に
よ
り
て
推
知
せ
ら
れ
り
。

此
の
監
に
づ
い
て
も
、
な
ほ
確
寅
の
議
論
を
し
よ
う
と
思
ふ
な

b
ば
、
各
匿
白
精
確
出
生
率
の
連
年
比
絞
を
行
ふ
べ
き
で
あ
る
が
、
今
は
そ
れ
を

賀
行

7
る
だ
け
の
便
宜
を
宥
し
な
い
。
と
t
h

に
は
と
れ
だ
け
の
断
り
菩
曹
を
し
で
論
を
港
め
る
。

在
は
貧
富
じ
よ
る
出
生
率
の
差
異
が
東
京
市
に
於
て
の
み
慨
に
出
生
制
限
に
よ
り
て
顛
著
さ
な
れ
る
む
の
さ

し
、
そ
の
差
異
の
大
さ
を
求
め
た
。
け
れ
さ
も
今
刺
用
し
有
る
方
法
は
そ
れ
仁
闘
す
る
知
識
を
輿
ヘ
得
な
い
。
己

む
な
〈
、
出
生
制
限
佐
ま
た
ざ
る
さ
こ
ゐ
の
差
異
さ
見
る
べ
き
も
の
を
、
大
阪
市
じ
つ
い
て
求
め
た
。
而
し
て
そ

れ
が
約
五

O
バ
ア
セ
ン
ト
に
及
ぶ
こ
ご
を
知
る
。

さ
き
仁
新
潟
市
仁
つ
い
て
求
め
ら
れ
穴
る
結
論
ピ
会
然
相
背
馳

す
る
か
に
見
え
る
。
之
を
如
何
ド
ト
解
す
ぺ
、
き
で
あ
ら
う
か
。

在
は
失
の
加
く
に
考
へ
る
。
古
山
氏
の
得
ら
れ
た
る
結
果
、
却
も
一
貧
富
に
よ
る
出
生
率
の
差
異
は
存
し
な
い
、
さ

一
五
ふ
見
解
は
、
た
Y
近
代
的
大
都
舎
の
影
響
を
離
れ
た
る
土
地
に
於
て
の
み
あ
て
は
ま
る
。
出
生
制
限
の
人
魚
的

に
さ
ま
で
行
は
れ
や
さ
見
る
べ
き
大
阪
市
じ
於
げ
る
此
差
異
は
五
0.ρ
ア
セ
ン
ト
に
上
る
。
而
も
此
の
如
き
大
き

は
、
貧
富
の
別
が
一
枇
曾
的
環
境
の
刻
何
な
る
も
の
で
あ
る
か
さ
問
は
や
、
件
ひ
得
る
も
の
で
は
な
く
し
て
、
わ
ん
Y

大
都
舎
的
生
活
の
作
用
を
合
一
し
て
の
み
仲
ひ
得
る
も
の
ご
見
な
け
れ
ば
な
ら
ぬ
。
か
、
る
大
都
舎
の
作
用
の
何

で
あ
る
か
は
別
仁
分
析
せ
ら
る
る
こ
さ
を
要
す
る
。
出
生
制
限
の
作
用
が
加
は
れ
ば
、
出
生
率
の
上
に
於
げ
る
階

階
級
に
よ
る
差
別
出
生
率

第
三
十
ニ
港

A 

第
一
披

ノ、
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階
級
に
よ
る
斉
別
出
生
牽

第
三
十
二
審

j¥ 

四

第
一
銑

j¥ 

四

級
的
差
異
は
更
に
増
大
し
て
、
同
一
の
研
究
方
法
に
よ
り
得
ら
る
る
数
字
に
つ
い
て
云
ふ
も
、
七

O
バ
ア
セ
ン
ト

に
及
ぶ
。
た
さ
へ
ば
ぺ

Y
チ
ヨ
ン
の
考
察
は
こ
れ
を
示
し
て
ゐ
る
。
而
し
て
在
の
推
測
に
し
て
誤
ら
や
さ
せ
ば
、

今
後
の
東
京
市
に
於
げ
る
精
確
出
生
率
の
同
様
な
る
考
察
は
、
大
阪
市
仁
於
げ
る
よ
り
も
、
従
ひ
て
五

O
バ
ア
セ

ン
ト
よ
り
も
更
じ
大
な
る
階
級
的
差
異
を
示
す
で
あ
ら
う
す
」
思
は
れ
る
。

こ
れ
ら
の
一
知
は
な
ほ
、

よ
わ
て
怖
は
る
る
こ
芯
仕
事J
し
よ
う
。

地
区

王
1
ヘ
一
八
八
六

J

ヘ
一
五
五

O
長
女
子
J

E
E
f
一
八
九
五
年
〉
千
人
に
づ
膏
尚
生
殿
、

一O七
市
八

九
五
・
二

七
五
。
二

六
五
・
大

五
四
・
四

三
五
・
三

四六九一二五
五一六二九八

入九三六八 O

伯
林
(
一
入
八
六
!
九
五
)
(
同
上
)

-
〈
極
貧
)

E E v，rr 可T

今
後
の
考
察
に

グ
グ
イ
ド
・
ヒ
イ
ロ

y
は
一
八
五

O
年
に
於
け
る
倫
敦
白
出
生
率
の
階
級
的
差
異
を
ナ
ベ
で
、
女
子
白
平
均
寄
命
の
差
異
よ
り
(
従
ひ
て
人
口
構
成

の
差
異
よ
り
)
説
明
し
待
べ
し
正
説
V

た。

ζ

れ
が
ど
己
主
で
、

大
阪
市
白
場
合
に
あ
て
は
ま
る
恥
。
若
し
そ
れ
が
あ
て
は
ま
る
と
す
る
な
ら
ば
、

古
山
氏
自
結
果
と
、
私
白
大
阪
市
に
つ
い
て
得
た
る
結
果
と
が
同
一
内
容
に
錫
肴
ナ
る
こ
と
も
土
た
可
能
で
あ
る
。
此
匙
を
断
定
し
う
る
震
に
は

夏
に
分
析
を
進
め
な
け
れ
ば
な

b
ぬ。

(
十
一
月
二
十
七
日
)
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